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述べている。第3部 (4-6輩)はボトムアップ方式を代表するコミュニティハウジングの組織構

成と運営方法について述べ、第4部 (7-1 5輩)では収益空間の内容と現況について調査内容を

分析し、第5部 (16章)で結論を述べている。

これ迄、東l事アジアをはじめとする世界の途上国における都市低所得者住宅支援に関しては、関

車及び国連による様々なトップダウン方式による住宅政策が実施されてきたが、ト ップダウン方式』

の計画には様々な問題があり、特に住民回線の欠如は想定外の使われ方や資金回収等の困難をきた

し、それに代る新たな方式が求められていた。そうした中で、タイにおける近年の住宅開発計画で

は住民ニーズ‘の調査や地元建築家の参加等、新たなボトムアップ的アプローチを試み、世界の注目

を集めている。現在、タイ政府にはこつの低所得者層向け住宅プログラムがあり、一つはパンクア

トンプログラムによる住宅供給計画、もう一つはコミュニティ組織閣発研究所 (CODJ)が担当す

るパンマンコンプログラムによるスラム改善住宅計画である。本研究ではこれら二つのプログラム

の実例を調査しているが、持続可能なコミェエティ形成に特に重要な手掛かりを提供するパンマン

コンプログラムにおけるコミュニティ・ハワジングに重点を置き、徹底した住民目綜の計画への取

り入れ方、また、コミュニティの運営方法について詳細な調査を基に分析している。

そして、住民目線の居住形態の調査からは、多くの住戸に共通する居住現象として、居住者が自

助建設による増築空間を確保しつつ、そこで生計のための生産活動が多くの住戸でなされている実

態を明らかにした。これは二つのプログラムの住宅に共通しており、区画制り戸建てのパンウア ト

ンプログラムでは半数が、そして、増築に大きな制限のある連棟式のパンマンコンプログラムでも

三分のーが収益空間を確保しており、潜在的希望世帯はさらに多い事を指摘している。

さらに、連棟式住戸内収益空間での活動については、時間帯毎による居住空聞の可変的利用方法

が形成され、限られた空間の中での有効利用が可能になっている点が明らかにされた。これは、我

国の住宅計画の基本理念として用いられる「食寝分離Jの原則とは異なる在り方であるが、東南ア

ジアの居住実態を反映しており、この現実に立科!して住宅を供給する事がボ トムアップ方式を進展

させる上で重要なポイントである事も指摘している。特に地縁血縁等の緊密な人間関係にある生活

環境では、我国の様な核家族を基本とした住まい方とは大きく異なり、様々な髄式、集まりを住宅

の中で行い、そこに住まう人間関係も多様である。そうした状況の中で計画側と住民側の双方の意

図が総合されて形成された収議空間の建築的現象の重要性を指摘する事は、今後の東南アジアをは

じめとする途上国の住宅計画に関する研究分野を大きく切り聞く ものと期待される。

グイの住宅政策とCODIの役割に関する社会学的視点からの学術研究は国内外で近年多く発表さ

れているが、本研究では建築計画学的視点から新たに収益空間(lGS)なるコンセプ トを考案し、

その観点から居住空間の具体的利用実態を詳細に考察した研究は本研究がl備矢である。それは国内

外の著名な学術論文に掲載されている事からもその内容は高く評価される。

したがって、本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士の学位論文に相当す

るものと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文発表会における発表ならびに質疑応答に

おいて、申請者は琉球大学大学院理工学研究科博士後期課程修了者として専門分野および関連分野

の十分な知識ならびに十分な研究能力を有していることが確認、できたので最終試験を合格とする。


